
住宅用スプリンクラーの開発について (第 l報)

Oevelopment 01 a residenlial叩 rinklersystem (Senes 1) 
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火災による死者の学鍍以上は災警弱者であり，その多〈が住宅部分で先生していることか。.防火対策

として住宅用スプリノクラ 滋賀の開発を進める むので 現有のスプリノクラ の基み性能8撃を把狸する

ための実酸を行った.

l 住宅問スプリンクラーはすでにいくつか開発されており，その効果!1，&め切れる.

2 給水状況{水!E.配管等}によっては。消火能力が不十分なこともある.

Over half of falalIIIcs by fire wcre Ihe aged. physICally handicam>ed persons， babies and infanls 

MOSl of them were burned 10 dealh al housing fire 

So ;1 is neeoed 10 develop a new ly問。f"田 identialsprinkler system as a fire prevenlion mcasure 

To gel (uooamental data of a improved sprinkler system for a r田 ide町 e.we examined with t田 tJng

sprinkler.heads the quamity of flow， sprinkled water diSlribution and a fire extingushing efficiency 

1. There are a few rcsidential sprinkler system， whにhcan control a fire 

2. If lhe conditions of water supply (water岡市ure，Quantity of flow) are insuff山 ent，the r田 idcntial

sprinkJer system C3n't conlrol a fire 

l はじめに

筏働者.身体/4'"蓄等のいわゆる災害編者を虫

響かっ守る ことは高齢化役会を迎えますます張要

4証拠題となっている.

火災による死者 {飲火自級者を除()の半数以

上が虫省弱者であり。 その多〈が住宅部分で発生

しているζ とから.その防火対摘として住宅用ス

プリ〆クラ の!摘発を進めるもので現有のスプ

リノクラーヘッ ドの基本性能等を把獲するための

実磁を行ったので報告する.

2 実 験 項 目等

8畳間相当の後資実駿室{以下 「実厳重J とい

う.) (固 1参照)に15A，20Aの鋼配管(固 2参

照)を敷設し‘次の項目について実験を行った2

川 へ yド圧力と流2訟の関係

(2) 実験室天芥に取付げたへフ ドからの散水分

...三研究室

布(水平面 垂直面)

(3) 桝火笑厳

(4)悠焼材を懲幾させたときの実験者向の漏度

分布測定

(5) 感知器等の作聖書周間

(6)塩化ビニールE菅の耐然性

(7) 上水道の給水圧状泌等
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図 l 住宅用スプリンクラー僕鰻実紛室
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図 2 配管慨要 因

3 供鼠スプリンクラ へ yド.計刑槽器等

tll 供託スプリンクラーへ yド

供託スプリンククーヘッ ド{以下 rヘァド J 

という.1，の鍾頬定格正力.定格流虚等に

ついては表 lに.また.へγドと配管.船水

条件及びヲf厳項目との組合ぜl;t.&:2に示す と

IJりである。(写奥 1-4参附)

表 l 供鼠スプりンクラーへ yド

名祢 撹 諸1用途
定絡庄/)

{定e俗1m混lbnd) 
(kg(fCl!') 

A ~ 閉鎖型 伐一三位刷般 1.0 30 

B 国 間飢~ 110'佐領川 1.0 28 

C 司自 聞紋明 fI毛3続u 2.0 30 

o lrl 開彼型 0.7 12 

袈 2 ヘソドと配管実岨項目の岨合せ

使悶 給水
水敵分平水布歯 4敏分~~布水~ 続消実駿火l 実京消火駿2 告称

鋼管 条件

水道直伝 O O O O 
15A 

定~æカ O O A型

20A *直直笹 O O O O 

15A 水道直結 O O 
B司自

水温直結 O O O O 20A 

水道d自信 O O O O 
C型 15A 

定俗圧力 O O 

D型 15A 
水道直径 O O O O 
定信ah O 

1651 

写真 A型へ yド

写真 2 B型ヘッ ド

写.3 C ~へ y ド

写真 4 0型ヘッド

121 自十;刷機総

ア泌俊樹n:¥W

イ It.JJ針。、 5kg(/rII' 

般小目盛 O.lkgf/Cll' 

ヴ流lJ!l十 0-1001/min

エ fI'H江流lJ!!十{水遊メ タ )液t.1直担弐

オペノレコ}ダ 3ぺン

カ ス トップウオッ チ

キ !系水マス(国 3.，参開)

回 使用した簡易型火!Ji嘗線器

ア斜慰知器 差動式，定温式lIf附型



イ 煙星空知器

(4) l!!焼材等

{定遺憾然部

光11!式

アタ')プ(杉40x~Ox5師団}

70'・C)

イ クリプ{杉15x15x 160， 15x 15x5oo皿)

及び合飯 (910x 1820 x 4皿}

ワ 和検 (900)(1.800四)

エ アルミ箔入り積 (900)(1.800圃)

オカテン{レヨンI曲%帥OXl.800圃}

t> 助燃鯛{第 l消火実験で"エチルアル

コール50<，を.また.第2消火実験ではヘ

プタン50<，をそれぞれ使用したJ

4 実輔方法等

11) ヘッ ド圧力と流量の聞係

銅色1官にヘッドを取0'1散水し ヘッド圧

力"ヘッド近〈に取付付た圧力計により.流

i訟は配管の途中に綬脱した旅Jt!十により目視

で計測した. (図 2参照}

なJ;.送水は水道直結及び水憎のホをプラ

ンジャ ポンプで加圧する方法で行った.

(2) 実機婁天弁に取付けfーへツ ドかりの敏水分布

ア 水平副の散水分布

床面への散水を床面上に並べたプラス

チック製領水マス (96)(96)(53咽}により

集め，メスシリングーで計糊した.(函 3参

照}

イ 垂直面の散水分布

壁画{床上向き曲0--2.180皿}への散水

を垂直面保水器 117スiOOx100...)によ

り集め。メスシリングーで計測した.(固 4

a昼間)

(3) 消火実鞍

簡易型自動消火霊長盟専の性能及ぴ餓置の基

当院について{昭和55盗事 7月26日消防子第145号

禍防庁予防救急課畏通知}に示された第 l消

火実駿 第 2消火実験に自慢じ燃焼材{クリプ

と合仮，又はク リプ}を燃焼させたとき 3

分間の散水で消火できるか含確毘した. (図

5， 6.写真 5，61接関}

(41燃焼材を闇焼させたときの

実験室内のil度分布~I~

lI!駿室内の温度分布は消火実駿と同織に第

1消火実草食，第 2消火実験で燃焼"を績続さ

孟

(66) 

ぜ.天持四半分に取付けた然電対 日ヶ所)

によ り温度綱吉E留で針糊した. (回 1参照}

"聞
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図4 垂直面散水分布測定図

(51 慰問符等の作動時間

絡焼材(タリプ}に点火した後.間鍋型ヘ γ

ド，，^感知盤.煙感知器それぞれの作動時間

について比鮫した.

(61沼化ビニールE響の耐燃性

温化ピニ ルE管のR1~性について硲Il:す

るため.水を入れた宿化ビニール配管{以下

r水配管JというJと水の入っていない極化

ビニール配管{以下 T空配管J とL、うJの表

蘭に然賞対を取付け.下方 1mの也置で燃焼

将{タリプ}を燃焼させたとき.時間経過に



{辛う配管衰弱の変化Hi慢で まf 辺度変

化を温度湖定器?測定した.

事.

M 四

図5 11 1消火実喰概要図

写真5 111消火実験の惣娩材の状"

プグJJE一門
Jミe斗ー

•• .圃

図 6 !II! 2消火実鞍織饗図

(67) 

写実 6 1Il2消火実験の絶後材の状態

5 実験結果等

川へ yド圧力と流嵐の聞係

15A. 20Aの鋼配管にヘッドを取付<1倣ホ

したと きのヘッド庄カと世盤の関係1:}(3に

示すとおりである. .た ヘッドの先に取付

けた蛇口間政時のヘッドfl'力と流1iW J~ 4 ，こ

示すとおりである.

ロ}実駿重夫弁に取付'1たヘッ ドかりの散水分布

アホ￥iIiの散水分術

水平副iの敏水分布由主駿詰巣'"困 7-10 

に示すとお りである.

イ 震直面の散水分布

"除

A雪見

B明

C明

00 

垂直面の散水分布の実峻結果は国 7........!0

に示すとおりである.

表3 ヘッド圧力と清貧の聞係

1世"'疋 r.EJJ 

ヘ1t1kaヮ"ぽJトJ } 
~ M 

防*llf下
'"智 (kgfJCII'J (t minl 

15 。? 25 *jJJ~臥
15A ..， 10 3陪 宮崎fflJ

2<lA 1.3 1.0 33 4見通直崎

I5A " 07 " u血相

20A " 10 3z *J置"相

2.0 16 IS .，.雌鮪
I5A 

" 20 '" 定惜If.l]

20A 2.2 18 22 *1I，"tr" 

2.2 18 
I5A 

15 *1I直結

09 0.7 10 定幅/f.}J

201¥ ，.. 20 19 ~jJlI'{師

il:)J巴ffh!:.t賞JJl:t/iU十付近の庄JJ
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末端蛇口開銀時のヘッド圧力と流盈

(20A配管)

回 転 回 e三

名称

kヘ圧gッf/aI力ド淀ヘ11ッmiドA n 蛇Bet/m 量ロm 圧同へγf/，力ドd ヘ疏t/ッrnbドm t S8fERl m鋪口m 

A 型 0.4 25 10 0.35 21 l5 

B 型 o 5 20 14 0.4 19 16 

表 4
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噌 YAI1，陶".
，.I!!IC・I!AI闘，;…上三斗，

吋 ド，.，帥 rl，"阿

倣焼材を燃焼させたときの

実軸室内の温度分布測定

第 1消火実験。第2消火実験の混度分布は

それぞれ図11.12に示すとおりである。

Uお，第 l消火実験では。壁面付近に火.<#.

を世定するため、合僚を立ち上がり材として

炎が天芥まで伝憎し危険となったので，点火

後約4分で消火を行った。

したがって。自然に鎮火するまでの測定は

行っていない。

図10

(41 

A型ヘッドの散水速度
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図7

図9 C型ヘッドの敏水速度

消火実験

消火実験の結果は表 5に示すとおり である。

(写真7. 8参間}

(68) 

(3) 



表 5 消火実 駿結果

へ " ド ~" 
可1 刑 火 ]む • 高官 2 例 火 • 崎面'*1:仲

局防'"明 崎間陣"叫柏
嗣:1<: 0) u:掴 般~~ 崎刑庫究開柏 附 火 山吠圃

刀
K " 

弘明 ヘマド
ヘ温同マE?C 他的問 植民rtt m:11 .的情 Ull ) 

.fr，odf(帖
T!ι H同 1

OŜ t住:!)
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A 恒 網干T 定栴Ilh
〈 明随LRa一k3eにb.耐火火Ldz火"刷、t~開制が 1 
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八 nし"んf 火dkL内火ば"火.舗銅が制民 . ~'(I A "，.all'l砧 :nll t初 6 11.1.11 A 火火働"側が餅拘2Lr r a 火......1! I~ 
同I~柄、 ! E'tIU 舗崎将

日" ".た.

由郎司" 11 t 

:長ji
11'" l1Y n 《 B2・μ折裂哨が廻LN，kB. W A F c • I~A 1101 1-

同組咽，It宅川 -同符 t帽汀"
3'45" l?且 t ]"u 1111 J A 偲火傍"倒災倒a伐したaがp--dkth v 1ft J) 

>t，.，llil'C節
r05" 69 .~ '，'Iif' I~U A 北'町野帽町"制叫守LKf O九山内"

" 明 l.i，¥ m~J 

附剖，.1，lU:司1綱" ;i!鼎It'JJ llt ~ ) 
3'15“ 101 ~ A 向火島崎民師ME"が盤した以が 川崎山ト

U I I 
(t I '"穴ω依・・.1;3分間ro柿火した. :̂ ~傍償制L た ~ ::)(句仰"もで l " ~"r;I: 1

2 問厳司PヘマドのL5A配管での*温..‘1，;1)1'繍では、ヲ fil'鋤作L!'!;11 間続可問ヘヲド <1I .t;.ill:iC舶の .暖 rl~. ~慢の肉強知.・e
側、 Lんと、必峨.問納町周とした.

3 mll唄へ ，，の ISA内"守での"備h . JJ . 刊山内~nで.，11 ，;;.òI!tt:‘\ . ~ ゾm似mヘヲド"五~rnl.t:}jでの'.刷 "μL 句題~milH !8 J. L. 
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4 υ 四回 IJ~ど附凡"でω同..，で般.で S 俗、、r 的! 定峨IU: τ ~)~ I 附火~・・"昭."て 1"1''. 

写真7 A型ヘッドによる第 i消火実験

151 感知髭絡め作動時間

感知術専の11'動時間1についてはお 6及び国13

に日すとお ηである.

161 唱化ピニ ル配管の耐熱性

JUftビニ ル配管の耐舛作についてはお 7

に'J;t"とおりである.(写氏9参獄。

171 上水道の総水圧状坦

都内23区内広おける配水小f('のの水任状況，

水道配管のf('彼別問合はそれぞれ同14.j~ 8 

(69) 

写真 8 A型へ y ドによる第 2消火実鞍

に 1、rと2寄りである. 1 点以節水道~'~地)

ワ>J 水道配符aJ!守作刑の制台は水道 dー

タ v)ti'!をである.
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表 6 ~羽織型へ y ド。惑問器等の作動時間

..-、.，，租

'u 11.111.11. 11".1.......史

含'"

150 

司R

内
品 rCl 100 

目E

民}

書斡懇知樹作動

ITU" I・"ピ】
."・..・s・・*-r61可'"・L信・."-

m
 

m
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4
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間関
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回目閉鍋型へッ ド.感知稽等の作動時間

(71) 



泡化ビニールE管の耐燃性
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塩化ビニール配管の耐然性の実験写真9。決断"

合

智 侵 制 合

13圃 40%弱

20.岨 50% 

25幽 10% 

30. 数%

書mXII 11 管表8
n河川

. .・、 明".... " 

凶別

-・"日n

日 眼 目 舗

K・‘.曙

1 

- 刷四回・M・2・川川 .....守
前..・抑Sι4・‘.~.. ~白音色

1・

" 
'肱 n回，~

2・" " " 1・

配水小管明水庄状坦 {舗内23巨)

kgf/cm' ヘッド圧力1.0kgf/CII'.流1132t / 
mmと配管の口径等によって涜血や圧力が

図¥4

異なる.

問えば畏さ4.1mの20A配管に90度エル

;f， 2他{管綾子の繍当直管長さ 1.3m)，チー

ズ 1倒(管組理手担当直管長さ 1.6m)を取付

けると，管継手を含め相当直管長さは8.9m

となり.立ちよがり部2.3mの背圧O.23kgf/

(72) 

11' 

へyド圧力と涜量の聞係

水道直範の15A及び'20Aの鋼配管に同ー

のヘッド (B霊)そそれぞれ取付り圧力.

混量全測定すると 15A配管では光圧力1.3

kgf/arf，ヘッ ド圧力D.7kgf/cm'.i:Ul田 e/
mmであり，また 20A配管では元圧力1.4

6考

11 ) 

ア



ー.

-

dを考il!すると.畏き 1m当たりの損失圧

力はO.OI9kg(lcm'(水頭圧O.19m)である.

同様に.J寒さ4.7mの15A配管に90度エル

ボ 2個(管継手の相当直管良さ1.1m)，テ

ズ1酒(管継手相相当直管長さ 1.3m)を取

付"ると.管継手を含め相当直管長さは8.2

mとなり.立ち上がり部の背圧O.23kgf/CII'

を考慮する L 畏さ 1m当たりの揚失庄力

はO.045kgf/cm' (ホ硫圧O.45m)と危る.

なお.I階に股定した配管の圧力繍失(水

頭圧}を図15:&ぴ慣失の積額尋をまとめて

受理すると表9に示すように伝る.

γ，.， -f 」巴‘'

J且.

.・，

• 
~-. t 句，，.

国15 配管等の圧力鋪失

褒 9 配管等の圧力11失

楓失の纏1II 記 号 計 l* 式

摩 機 hl， f e ，/D・VII2且

エ ルポ h. f... V' /2& 

" "事 h' ' fr ，/0， V'l2g 

滅 盤 2十 h. f..V'/2g 

母 相襲 h I ， (I，/D-Vll2g 

エルポ h~ fw V'l2g 

J掌 f穣

"'‘ 
f ~.!D . V'/2g 

チ ズ h_ f肘 V'/2g

f : fI慎僚槻失係散.'. 届折の紛失係怠

'. 旗盆2すのIIBた匹敵 D 管円{歪 V 管内疏連
e白~れ管の民さ .g:lRhJro趨度(9.8m/scc'1

IZ4.5n'/D"'( f Iま?ンニ y グの租度係数n

との閣係}
n : 0.01以下{新しい鋼官).fm : 0.25 

(731 

圧力繍失{ホ踊圧}

=hl?， +h.. +hf， +h.. +hf， + 

h.6+hR. +hb. ~ト 2.3

== f e ，/D. V'/ 2 g+f...V'/ 2 g+ 

f f ，/0・V'/2g+九V'lzg+ 

f t ，/D-V'/2 g+ f...V'/ 2 g+ 

f e ./0・V'/2g+f...V'/2g+

2.3(m)一一一 ① と生る.

20A鋼配管を使い流蛾却eIm;n (ヘッド圧

力l仙 gf/cm')を例"数値を代入すると

況量Q=30e/min.::O回 xIO.'m'/sec 

管内浪速V=Q/吋 E

=0叩 X1O-'/3.14x 10-' 

= 1. 59m/sec 

遭 度 水 頭=V'12g = 1. 59~/ 2 x9.8 

==O.129m 

なJ:>.8=90・のとき

f..=0.946$in' 8/2 + 

2.05sin' 8/2 =0.9師 で.

圧力規失{水wi圧)=4.23m 

となる歯

したがづて.ヘッド圧力I.Okgf/oa'と圧

力損失的IO.4kgf/cII'を考感ずると元圧力'>

l.4kR;f/CII'以上を確保する必要がある.

イ 前記ア①式を使い 2踏まで延長したと

仮定し背圧の商き2.3mの代わりに4.6mを

加えて計算すると

圧力鍋失{水頒圧)=7.3m

となる.

したがって ヘッド底力l.Okgf/aiと圧

力視失O.73kgf!rm'会考慮すると元圧力は

1.8kgf/何'以上を確保する必要がある.

121 実験室天井に取付けたへyドかbの触水分布

ア 水平面の散水分布

問 15A 配管のとき A型{ヘッド圧力o7 

kgf/oiL B盈(ヘッド圧力O.7kgf/CI!'l

の各ヘァドの散水逮R置は実験支内の前 2

消火実験クリプ{立聞(以下 r中心付近J

という.1でそれぞれO.53......0.62mm/

min. O.16.......0.63mm/minであり実峨

室の 4 同周辺(以下 r!~壁面付近」という .1

ではI.03-1.55mm/min.2.68--2.90

mm/minであり般商付近に多 〈散水 し

ている.



{イ) 20A配管のとき Al!i (ヘッド圧力1.0

kgf!c:W)， B型 {ヘッド圧力1.Okgf!0I'1

ヘッドの中心付近での散水速度Uそれぞ

れ1.05-1.16mm/min.0_45--1_56 

mm/minで.壁画付近での散水速度は

0.65......0師mm/min.I師-I.llmm/

mmである.

したがって M置は中心から遠ざかる

とと むに敵ホ透度b少な くなる傾向にあ

る.しかし B型は中心から遠ざかると

ともに散水道H!fが大き 〈生る醐向にある.

{ウ}散水速度がO.8mm/min以よとなる区

械は15A配管に限付げたと色 A型{ヘッ

ド圧JJO.7kgf/Csl'lで2.lmの位置から.B 

1!'!(ヘッド圧力0.7kgf/cm')で1.7mの位置

から笑磁室の隅(2.55m)までの範閤.C
l!iは0.9mの也留置から1.8mの範囲である.

20A配管で同惨な範囲を悶べると. B 
型(ヘッド圧力1. Okgf/c:.') 1;1: 1. 2mの位置

から実厳室の隅までの範囲. A型{ヘッ

ド正1J1.0kgf/Cll'lはヘッドからO.53mの・6曲である.

同 A~置は 15A 配管{ヘッド圧力O. 7kgfl

<>')で壁面付近.20A配管{ヘッド圧力

1.Okgf!car')でヘッドの周辺にそれぞれ

O.8mm/min以上の散水速度で散水して

いることがわかる.

同 B製は15A配管{ヘッド圧力O.7kgfl

"')より2M配管{ヘッド圧力I.Okgf!

"')で散水するニと によ り散水速度0.8

mm/min以上の散水範幽が広〈とると

とができる.

イ 垂直蘭の散水分布

開 20A配管の水巡査結による第 l消火実

強で.1建而への平均の散水速度を測定す

ると A~ ， BA'.! (と もにへγ ド圧力1.0

kgUa!I')は床面からそれぞれ1田m(散水

遮度I.ISmm/minl，1.38m (散水速度

I.OSmm/min)の位置でともに散水速度

がO.8mm/min以よとなっている固

同様に15A配管の水道直結で測定する

とA型(ヘッド圧力O.7kgf!c.')は床面か

ら 1. ~8m (散水速度O.89mm/min)の位

盛で散水速度がO.8mm/min以よとなっ

17.) 

ているが.B型 (ヘッド圧力O.7kgf!C!I'}

は煙薗で散水速度O.8mm/minが得られ

ない.

したがって，居室内の襖やカーテンの

鍛置高さ(1.8m):訟で散水できるものは

20Aa管のAM(へッド圧力I.Okgf/orr')

である.

な>l.8鐙聞に l個のヘッドを取付り

襖やカーテJ に散水するためには少な〈

kむ散水角は1"度必要である.

Lイ} 笑厳箪 (3.6x3.6x2.3m)の天井巾央

にヘッド 1個を取付11.火努抑制を考え

た場合床面(口耐)にO.8mm/minの

散水速度でが~lOP/min.襖.カ テンの

取付付高き(I.8m)の箆罰のifufi126m'で

21 t /minの流』憶が必襲である.

したがって.今回行った消火実験では

涜E置が31P /min以上確保できるものは

A型(J5A配管の定絡圧力 ヘッド圧力

l.Okgf/cW. 20A配管の水道直結 ヘッ

ド圧力1.OkgUCI!')と B型 (20A配管の水

道事館 ヘッドE力1.0kgf!CII'Iである.

帥 磨 重 の 天弁中央に街向性のあるへッド

(倣永遠!lO.8mm/minlを取付げたと

想定 した掲合.第 1消火実駿の合仮

(1 .8x 1.8mlの火努抑制に必要な流量

は約 3t /minと"?天多宇中央にヘッ

ド1倒"取付り実験車全体に散水すると

きに比べて概鎌が的9%と少な〈てすむ.

したがって，ヘッド 1個で居室全体に

散水するより b火元にヘッドを術向させ，

その付近に散水することにより少震の水

で火勢を抑制するこ とがでeる.また

居室内火元付近以外に散水しないため水

倒防止が園られる.

国 消 火 糞瞳

7 11¥1消火実験

伺 A型は15A庖管の水道直信 (ヘッド圧

カO.7kgf!c.'，概念25P /min)， 20A配管

の水道直結{ヘッド度力J.Okgf/Cll'.流盆

回 P/mIn)。及ぴ15A配管の定絡圧力

{ヘッド EカI.Okgf!c.'波盆32//

min)で散水すると壁面の消火効果Ulll

められ，火"を抑制したが.火点の火鍾



は11った.

な".水道直結で3分間以上舷続して

散水したとき。I5A配管で5分45秒.20

A配官で 5分31秒でそれぞれ消火してい

る.

μ) B惑は20A配管の水道直結{ヘッドE

力J.ukgf!an'.疏量32e /minlで散水す

ると，壁面の消火効果は箆められたが，

A裂 と同様火点の火種"残った.

イ 第2消火実験

間 A裂は15A配管の水道直結(ヘァド圧

カO.7kgf/na'.琉玉置:2sf/min)で散水す

ると消火効果が認められた.

しかし. 15A配管で定格圧力 (ヘッド

圧力I.Okgf/cm'.iJlUR32 e /min)で散水

すると，火"を抑制したが，火点の炎は

残った.

このように水圧の低い方が 散水の努

いが弱まり中央付近の散水震が多〈なる

ため.中失付近の消火効巣は高くなる固

付) B型は20A配管で水道直結(ヘッド圧

カl.Okgf/cW.流量321/min}で敏水す

ると A怨と同線火"を開制したが火

舗は凝った.

ウ A型. B型は20A配管の水道官t繕{ヘツ

ド圧力1.Okgf/{m'.流民30e /min程度)で

第 1，~高 2 消火実験ともに火点に火領が

扱ったが.火野を抑制している.

エ 今函笑蛾したへ γ ドのう;.絡に火努開

制の効嫌が認められたA型及びB型金使い。

第1消火実験の壁画への平均の散水連度を

測定すると A型は15A配符 (ヘッド圧カ

O.7kgf/CII')でO.79mm/min.20A配 管

{ヘッド圧力I.Okgf/，国)でO.93mm/min

であり.問機にB型について散水速度をみ

ると20A配管(ヘッド圧力I.Okgf/cm'lで

O.89mm/minと伐る.

これらのことから，燃焼柑(クリプと合

板.宜はタリプ)の火努を開制するには少

な〈ともO.8-0.9mm/minの散水速度が

必要である.

オ 第 l消火実険で使用する合仮のかわりに

アルミ箔入り襖，和襖を取付付. Al!:iで消

火効果を崎臨する L アル ミ箔入り襖は3

(75) 

分以内で消火している.しかし.和検は表

面の 部Eぴ高側で炎が残り燃え続げてお

り.散水速度O.8-0.9mm/min程度で火努

を仰制することは囲蝉である.

カ カ テン(09)( 1.8m)を束ねた状重量.あ

るいほ展張した状鱈で壁画に取付札 A型

で消火動泉を確必すると.とむに 3分以円

で消火している.しかし，展張したと."

" テンの大きさの26%しか燃え残ってい

ない状況で.原I!;を留めていないため消火

効果を判断することはUずかしい.

{心 開娩材を鎗娩させたときの

実融重内町温度分布澗定

ア 第 1消火実験の場合

今回使用した鱗感知笛の定混式感然部の

作動温度である7σc.で温度が上界ずる時

間をみると，火点の真上{幣篭対出 5)で

的2分30秒実暗室の中央(熱健対出 1) 

で拘3分である.

また.消火笑駿で閉鎖型ヘッドはヘッド

部雰囲気温度が87-128'・Cで作動している

ため.ほぽ中聞の温度であるlOO'C*で泊目置

が上界する時聞は 火点の真上{燃省対

地 5)で的3分。実験室の中央でltj3分30

秒である.

合叡を立上がり材として炎が伝揺するた

め温度k界は急通院である.

イ 第2消火実敏の場合

70・Cまで温度が上舛する時間は火点の

克上{害事電対地けで約30秒.実厳重の繍

(I!"'U対No5)で約 4分30秒また。 I冊℃

まで温度が上昇する時間は，火点の.tょ(~

111対地 1)で約4分30秒.実践室の隅 {燃

篭対地5)で的5分30砂である.

火点の真上と実蛾宜の隅で70・c.で温度

上拝するのに 4分という時間の差が"るの

は助燃剤の燃焼による影轡だ主恩われる.

立よがり材がないためi!lll上昇"'"るや

かである.

フ 実験室の中央と聞とでは温度上昇に大き

〈反撃があり，納得知認の綬置場所により.

作動時聞に大きな差が出ると思われる.

151 感知器等の作動時間

ア 消火実験の中で感知器等の作動時聞につ



いてみると， A型閉鎖l!'<ヘッドは，熱感知

器が作動した後.懲帰知得が作動 tる前に

作動している。

イ 前アとは貿]に，A型， 8型についてヘッ

ド，熱，痩感知器のj'j下でク リプを燃焼さ

せ.作動時聞について比較した.

開 A裂は点火後"秒ヘッド部雰聞気温

度1I0.3"Cで， 8型は点火後7分07抄，ヘッ

ド部雰囲気温度102.5・Cで作動レている。

判然感知器は 2固とも点火後 9.......JO秒，

本囲気温度40・C前後 C作動し.作動後2

分17秒-2分18秒で旦停止し，その後

I分12秒あるいは 2分54紗経過して再作

動している.

ウ 前イにおいて， A型， B型の作動時聞に

大きな差があるのは.ヘッド自体の作動時

間の差というよりは。助燦剤の燃焼による

温度上"に差があったためである。

A型の傷合には点火後約 1分間温度が上

昇し続札段高温度124・Cを記録したが、 B

型の場合には点火後36秒で温度96.5・c.で

u，したが 点火後3分19秒， 59・Cまで温

度が下がり.再度温度が上昇している.(図

13参同)

エ 前アにおいて黙感知器がこのように早い

段階で動作したのは.動燃剤にエチルアル

コール，またはヘプタンを使用しており，

これが鐙初に燃焼し.涯があまり発生しな

いで燃焼するため，黙だげの彫糠が大きく

出たためと思われる。

オ 然感知器が作動後 -i!停止し。再度作

動したのは，般<71に助燃剤が燃焼するため

差動式感黙部が級DJに作動し，助燃剤の燃

焼が終わると温度上昇がゆるやかになるた

め停止し.次にクリプが燃焼して。実験室

全体の温度が上昇するため定温式感然部が

作動したものと思われる.

[6) 纏化ピニ ル配管の耐燃性

極化ピニ ル配管の耐熱性について考える

と綾炎時間 5分で空配管は混度335'Cで穴が

あき，560"C (緩炎時間 6分)で溶り始めてい

る。

水配管は温度490'・C(倭炎時間8分)で変色

し，焦げ.膨らみが多少みられるが水の漏れ

(76) 

はないg m: 1及ぴ1Il2消火実験にお付るクリ

プ等を燃焼させ，自燃銅火するまでの天井部

の綾高温度は211・Cであり散水間臨時の周闘

温度は高いところで的205・じである。

また， 般的に配管は天井磁に数段されて

おり 天井が燃え始め信い限り配管はその温

度まで上昇しないと恩われるが.ヘッドはそ

れ以前にすでに散水を開始している状況にあ

る.

したがって，住宅周スプリンクラ 装置の

配管と して纏化ビニール配管でも充水状線に

するか，主は隠ぺい配管4こすればト分κ使用

できるものと思われる.

7 桔輪

(11 現有のスプリンクラ ヘッドはヘッド圧力

I.Okgf/oa'，涜最30e /min程度が確保できれ

ばヘッド 1個で 8畳間の火災をおおむね抑制

する効果がある。

しかし，この散水状僚では.従来製法の和

観(木製裕子の両面に紙を貼ったもの)が燃

えた湧合には十分な抑制ができないことがあ

る。

[2)前(1)の散水状悠は散水速度にすると

O.8......0.9mm/min程度である.

(3) 都内23匡の使水小管の水圧状況をみると、

ヘッド圧力l.Okgf/cm'.流量30e /mInが確保

できないような水圧の低い地域もあり この

ような地織で現有の佳宅用スプリンクラ

ヘッドを使用するにはポンプ，水崎等を備え

た装留が必要である.

(4) 2刀Aの鋼配管を使った機後実験室(配官の

長さ4.7mのうち配管の立上がり高さ2.3m，

エルボ 2個.チーズ l伺)で約30e/minの水

を流すと.t~O. 4kgf/cm'の鍋失があり 。 計算個

と一致する。

I1槍，Jeは 2階建ての一般的な住宅を基に

計算するとヘッド圧力I.Okgf/CDl'(ヘッド 1

個)，涜量的30l/minが確保できると判断さ

れる配水小管の水圧は.住宅等の配管状況に

よって奥伝るが20A配管で， 1階建ては1.5

kgf/cm'以上町 2階建ては2.0kgf/cm'以上が目

安となる.

な.to，13A配管では杭量30e/minを流す



ことは様しい。

(5) スプリ y タラー装置の配管には鯛配管のほ

かー常碕充水枚目盛.又は間ぺい配管であれば.

極化ピニ ル配管等も使用で怠るものと恩わ

れる.

8 おわりに

水圧状況の悪い地緩，又は13A配管の伎宅に水

道直結型のスプリンクラーを設置し，しかも現有

(77) 

のスプリンクラーょのりも散水速度を火金 〈して消

火効果を上げるためには，居室全体に散水する方

式のスプリ ンクラーより，火元付近に局所的に散

水する指向性散水方式のものの開発が必要である.

感知題等の作動時間について 今回の実障では

防燃剤の影仰が大き〈 出ていると思われるのでー

今後.実際の居室内にある燃掛物(衣愛読，家具宅事}

を型軽やすととむに熱気派速等を踏まえ検針金進め

てい<. 
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